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1 　緒言

　2008年に改訂された中学校学習指導要領・保
健体育編（2008年）では、体育理論領域について、
授業時数の規定と学習内容の整理・精選が図られ
た。しかし、実際の教育現場での指導は「雨降り
単元」や「読み切り単元」と揶揄されたように1）、
雨の日に実技の代替策として教科書に書かれてい
る内容の暗記に留まっていることが筆者の経験か
らでも多いと感じる。専門誌に掲載された「体育
理論」の実践数が1970年代以降ほとんどみられ
なくなっている2）、との指摘もある。また、実践
研究の低調さにと同様に、体育の教科書の研究も
進んでいない状況がある。「体育教科書の歩みは、
実に、この学習指導要領の体育理論の歩みそのも
の」3）と言われているように、教科書研究を行う
ことが必然的に「体育理論」領域の研究の深化に
つながることは言うまでもない。よって、実践研
究と同様に体育の教科書研究も必要である。
　2008年の指導要領の「体育理論」領域を見て
みると、1998年の指導要領まで削減が進んでい
た社会学的・運動文化的内容が、新たに記載され
ている。これらの内容は、スポーツの価値観やモ
ラルを学習するものが多い。しかし、教科書内容
を暗記させるような現状の講義型の授業だと、一
定の価値観やモラルだけしか教えられず、自分の
価値観を考えるような学習はできないのではない
だろうか。演習的な学習活動が多く組み込まれた
授業スタイルの方が、より豊かな価値観やモラル
の学習になるのではないだろうか。

2 　研究の目的

　これらのことを踏まえて、以下の2つを本研究
の目的とする。

Ⅰ）教科書研究
　中学校で使用される検定教科書に、体育理論
の内容がどのように記載されているのかを調べ
る。
Ⅱ）授業実践
　演習型授業に注目し、その中で学習者がどの
ような考えを得ることができたのかを事例的に
見ていく。それによって、「体育理論」特に、
社会学的・運動文化的内容を教える際の演習型
授業スタイルの可能性を検討することを目的と
する。

研究Ⅰ　教科書研究

3　方法

　2012年時点で発刊している4社の教科書の中
で、社会学的・運動文化的内容を取り扱っている
6つ小単元を研究の対象とした。教科書に記載さ
れている6つの小単元について、中学校学習指導
要領解説の中で解説されている内容を踏まえ、教
科書に記されている内容を検討する。その際、各
教科書の学習課題にも注目し、その特徴について
比較・考察する。

4 　結果と考察

　4社の教科書の6つの小単元を、内容と学習課
題の2つの観点で検討したところ以下の特徴が明
らかになった。
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・実例を用いた提示
　スポーツのかかわり方やルールやマナーの例
示のように学習内容についての実際の活動事例
や具体例の有無が各教科書で違いがあった。具
体例を出し、学習内容を生活化するような課題
が必要であると考える。

・他の学習との関連
　学習内容を独立して学習者に教授するのでは
なく、横断的に学ばせることによって学習者の
中でスポーツ概念の体系化ができるのでないだ
ろうか。

・枠組みの規定
　思考の枠組みを規定した学習課題ではなく、
自由な発想を促すようなオープンエンドの課題
が良いと考える。

・生活化を促す課題
　学習した内容を実際の生活場面で応用できな
ければ、本当に学習したとはいえない。生活場
面で応用できるように、学習課題も生活に起こ
りえるような課題を提示することが効果的であ
ると思われる。

研究Ⅱ

5　方法

　2012年10月～ 2012年11月の期間に愛知県内Ａ
中学校1年生2クラス53名（男子27名、男子26名、
計男子53名）を対象に授業実践を行った。単元
計画は表1で示した。

6 　データの取得とその分析

　学習者が単元の最後の記述した自由記述回答
を、分析の対象とした。その対象を以下の2つの
観点で分析した。
ⅰ）対象者が授業を通して得た考えを、指導要領

に記載されている解説・項目と比較する
ⅱ）対象者が授業を通して得た考えを、「スポー

ツ価値意識の四類型」4）という視点で比較する

�

7 　分析方法

7 ― 1 　指導要領の解説・項目との比較
　学習者の自由記述から「運動・スポーツの目的」
に関する記述を抽出する。抽出したテキストデー
タを、戈木の「グラウンデッドセオリーアプロー
チ」5）を援用してカテゴリーにまとめる。出され
たカテゴリーと指導要領の解説・項目とを比較し
考察する。

7 ― 2 「スポーツ価値意識の四類型」との比較
　学習者の自由記述から「運動・スポーツの目的」
に関する記述を抽出する。抽出したデータを、上
杉の「スポーツ価値意識の四類型」で分類し、考
察する。

8 　結果と考察

8 ― 1 　授業実践の様子
　授業実践の中で、「連鎖図の作成」「運動・スポー
ツの目的を考える」「スポーツの目的の順位付け」

「スポーツの目的についてのグループ討論」「ス
ポーツの目的についてのクラス討論」「学習のま
とめ」の6つの演習的活動を行った。最後の活動
の授業のまとめでは、自由記述形式のワークシー

6

表1
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トに記述する活動であった。自由記述回答の中か
ら、本小単元の学習内容である、「運動・スポー
ツの多様性」に関する記述を抜き出してみたとこ
ろ、全54の回答中、36の回答で「運動・スポー
ツの多様性」に関する記述が見られた。このこと
から、本授業の演習活動の中で、スポーツについ
ての価値一元化では無く、スポーツの多様性の学
習になったと考える。このことは、講義型と異な
る性格の学習になったと思われる。

8 ― 2 　自由記述回答の分析
　自由記述回答の内容と指導要領解説の内容を

「必要充足」「欲求充足」で捉え比較したものを表
2に示した。

表2

　表2を見てみると、自由記述から得られたス
ポーツの目的が指導要領解説の内容より細分化さ
れている。このことから、演習的活動が学習者の

「スポーツの目的」を指導要領に掲げられている
解説・項目よりも、より細分化され広がりを持た
せることができる1要因になると考える。

8 ― 3 　「スポーツ価値の四類型」との比較
　自由記述のテキストデータを上杉の「スポーツ
価値意識の四類型」で分類し、4つの割合で表し
た結果、「レクリエーション志向」、「世俗内禁欲
志向」の2つで全体の70％を占めていた。この2
つは共に、スポーツを手段的に扱う価値意識であ
る。この結果から、学習者が考えるスポーツ価値
の多くが、手段的に扱う価値であったといえる。
スポーツの多様性を学ばせるためには、スポーツ
を目的的に捉える学習を演習活動で行う必要があ

るのではないかと考える。

9 　結語

　教科書研究では、「実例を用いた提示」「他の学
習との関連」「枠組みの規定」「生活化を促す課題」
の4つが大きな特徴として表れた。これにより、

「体育理論」の単元内容を教える際の指針を示す
ことができた。また、「授業実践」では演習的授
業の効果として、「スポーツの多様性への気付き」
と「スポーツの目的意識の広がり、細分化」が明
らかになった。このことから、演習型授業は社会
学的・運動文化的内容を教える際に有効な授業ス
タイルであるということがいえる。また、学習者
の考えの体系化を促す演習的活動が必要であると
いうことが今後の課題として挙げられる。
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